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研究背景と目的：現在多くの救急部門特に救命救急センターでは、病院情報システムとは別に患

者台帳にて各種の集計を行っている。国立国際医療研究センターの救命救急センターでも独自の

電子化された救急患者台帳を開発してきており、全国的に行われている外傷登録などの全国的患

者登録と連結し、患者の基本情報を共有することを目指してきた。しかしながら、そのシステム

は未だ不完全であり、院外心停止患者や熱傷等他の全国的な患者登録には対応しておらず、シス

テムの更なる改良が求められている。よって本研究の目的は、以下の 2つとなる。①現行の当施

設の救急患者台帳コンピュータシステムを改良し、外傷患者や院外心停止患者等の全国的患者レ

ジストリと連結でき、使用し易くセキュリティーや汎用性の高いシステムを開発すること。②そ

の成果の全国的な利用を推進すること。 

研究成果：下図に示したサンプルシステムを一般的なWEB ブラウザ上に構築し、患者基本デー

タ、外傷患者登録、院外心肺停止患者登録、重要患者登録（厚労省救命救急センター充実度段階

評価調査表 3別紙１に対応）のデータエントリが行えるようにした。基本データを入力すれば、

患者の基本情報を他のレジストリと共有できるため、登録時に再度それらを入力する必要はない。

また入力画面は、入力し易さに配慮した緑色を基調としたデザインとした（パワーポイント資料

参照）。URL（https://emerald.study-das.net/Mver/List.aspx）上にデモンストレーションしてあり、

6 施設分の試用が可能である。更に今後少ない費用でも、施設の追加や入力プロトコル追加現在

日本救急医学会の救急領域統合臨床効果データベース整備事業においての当システムの活用を

模索中である。 
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Backgroud   ：Recently, large scale registrations of emergency patients have become important, because those 

can be utilized for public health promotions, academic researches and etc. However, high quality data input is 

not easy to be realized.  We have developed computer system of collecting clinical data from emergency 

patients for several years, which is partially connecting to JTDB and other multicenter researches. However the 

system is still under development, and not perfect. 

Objective     ：The objective of this study is to improve the system, that we have been developed, 

for connecting other large scale registries in emergency medical fields and to promote nation-wide 

use with easier interface and stronger security. 

Results      ： We developed a web based system with greenish designed interfaces of four input modules 

for basic patient data, data required for JTDB, data for JAAM OHCA registry and the formatted table of serious 

patients admitted to life–saving emergency center, namely critical care center certified by the ministry of health, 

labor and welfare.  

A sample system for 6 emergency centers is open for trail at 

https://emerald.study-das.net/Mver/List.aspx.       
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システムの概要 
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 以下の機能を、・構築 
1) 患者台帳データを利用するデータベースを構築 
2) 患者台帳データ入力機能(Webアプリ) 

• タブレットの機種・OS、ブラウザの種類・バージョンを限定 
• 上記の限定で、表示を最適化 

3) データ出力機能 
• 日本外傷データバンク用登録データ出力 
• 院外心肺停止レジストリ用登録データ出力 
• データバックアップ用ファイル出力 

 スクリプトをワンクリックで起動 
4) レジストリ用データのアップロード機能 

• 日本外傷データバンクへのアップロード 
ROOTQを使用 

• 院外心肺停止レジストリへのアップロード 
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データ入力画面 https://emerald.study-das.net/Mver/List.aspx 
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